
PBF の製品開発・ブランディングに取り組む技術者・管理職へ！ ブランディングのメリットおよびその戦略の基本を解説した後、PBF 分野

に特化した内容として、いかに特許を権利化し活用するかの手法とその根拠となる官能評価のポイントを、具体的事例を通じてご紹介します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

形式：オンラインセミナー（Live 配信） 補足： 
Live 配信に加え【見逃し配信】も実施します。当日の受講が難しい場合は見逃し配信を
ご視聴ください（配信期間は 10 日間程度） 

ジャンル：食品 講習会コード： t d s 2 0 2 4 0 7 2 5 h 1 

●日 程 2024 年 7 月 25 日（木） 13：00 ～17：00  

●受講料 36,300 円（税込／テキスト付） ※5/25（土）までにお申込の場合、 29,040 円 （2 割引）となります 

プラントベースフードの新開発と長期ブランド化のための 

知財戦略および事例分析 

【第１部】  ＰＢＦにおけるブランド戦略と商標権・意匠権の活用 

Ⅰ．プラントベースフードのブランド化 

１．ブランド化のメリット 

２．ブランド化すべき理由と効果的なブランド戦略 

Ⅱ．商標・意匠を活用したブランディング戦略 

１．ブランディングに活かす意匠法特有の制度と活用法 

２．「免疫関連」、「乳酸菌」、「睡眠」に関する商標登録の事例紹介 

→部分意匠、関連意匠、秘密意匠などの事例紹介 

３．長期ブランド化の段階的な権利化戦略 

４．プラントベースフード分野における商標出願事例と、得られる教訓 

→本命の権利化が難航した事例から、権利化成功に導くための手立てを受講者の方と意見を出し合って、考えます。 
 

【第２部】 ＰＢＦ分野における特許権の活用 

Ⅰ．特許の権利化と活用の基礎 

１．食品業界における特許のタイプ別活用法（配合特許、生理活性／風味改善の用途発明） 

２．ＰＢＦ分野での新規事業と効率的な権利化法 

３．官能評価試験に関する裁判例のポイントと現状の対応策 

Ⅱ．ＰＢＦ分野における注目すべき特許事例 

１．ＰＢＦ分野の特許調査結果の俯瞰と、業界注目の特許事例 

２．商品／原料の開発切り口を定め、切り口に沿った特許権の権利化と活用 

Ⅲ．ＰＢＦ分野の特許における官能評価試験の留意点 

１．食品分野の官能評価試験に関する裁判例 

２．裁判例を踏まえた官能評価試験の留意点 

 

 

 

 

食品開発展２０２２出展社プレゼン及び２０２３年５月弊社実施ＰＢＦセミナーにて好評頂いた内容をアップデートしてお伝え致します。ＰＢＦ関連

の知財権利化が進んでおり、新規事業立ち上げや新規参入でのビジネスが活発化しています。 

第１部では、知財権ミックス戦略の観点から、意匠権や商標権をフル活用し、ブランドの立ち上げから育成に向けたメソッドをお伝え致します。ま

た、商品のブランド化には、戦略的な権利取得が有効であることから、事例を用いて、効果的な権利化戦略を説明します。 

第２部では、講師が行ったＰＢＦ分野の特許調査に基づき、業界に影響を与える特許解説や、開発に資する戦略をお伝え致します。 

ＰＢＦ分野の特許事例では、美味しさや食感等に関する官能評価試験が頻用されています。これまでに官能評価試験の客観性が争われた裁判例が複数

あり、現在でも情報提供や異議申立において、官能評価試験の客観性は攻撃の対象となることが多くあります。社内での官能評価試験の運用を点検する

機会になるよう、留意点と参考になる官能評価試験の例を説明致します。 

講師： 弁理士法人ナビジョン国際特許事務所 代表弁理士 石川 克司氏 

 弁理士法人ナビジョン国際特許事務所 顧問弁理士 春名 真徳氏 

・競合を排除し、且つ、消費者にアピールするための知財活用法を学ぶことができる。 

・ハム／ソーセージ等の食品事例から、意匠権・商標権の効果的な活用法を学ぶことができる。 

・ＰＢＦ分野の特許調査結果から、業界の特許状況を俯瞰し、自社開発に活かすことができる。 



＜お申込要項＞ 

下記に必要事項をご記入の上、FAX にてお申込みください （※は必須です） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
お申込について 
① 以下のいずれかの方法でお申込みください 
 
 
 
 
 
 
 
 
② お申込受付後、受付完了のご連絡（メールまたはお電話）をいたします 
③ 請求書等をお送りいたします 

＜注意＞ 

① お申込後１週間たっても受付完了の連絡がなかった場合は、お手数ですが、弊社までご連絡ください 

② 開催日の 7 日前以内のキャンセルはお受け致しかねます。必要に応じ代理の方のご出席をお願いいたします 

 

お支払について 

＜期日＞ 

受講料は講習会開催日の翌月末日までにお支払いください 

※期日までに間に合わない場合は、対応いたしますのでご一報ください 

＜方法＞ 

①銀行振込（振込手数料は御社にてご負担願います）  

②クレジットカード（支払方法はメールでご案内します） 

 

 

 

 

FAX 

03-6261-7924 

 

主 催 

申込・問合先 

名 称 株式会社テックデザイン（ http://www.tech-d.jp/ ） 

住 所 〒102-0074 東京都千代田区九段南 3-9-14 九段南センタービル 5 階 

電 話 03-6261-7920 FAX 03-6261-7924 

E-mail entry@tech-d.jp （申込） /  info@tech-d.jp （問合） 

 

申込講座 2024/7/25 プラントベースフードの新開発と長期ブランド化のための知財戦略および事例分析 

会社名※  

所在地※ 

（請求書等の送付先） 

〒 

参加者① 

氏名※ 
 TEL※  

所属※ 
 FAX  

役職  

Email※  @  

会員登録 □ 登録する    □ 登録しない   （登録料・会費はかかりません。お得な割引や会員イベント情報等を配信します） 

参加者② 

氏名※  TEL※  

所属※ 

 FAX  

役職  

Email※  @  

会員登録 □ 登録する    □ 登録しない   （登録料・会費はかかりません。お得な割引や会員イベント情報等を配信します） 

支払方法※ □ 銀行振込（紙請求書） □ 銀行振込（PDF 請求書） □ カード支払い  □ 未定のため後日連絡する 

支払予定日※ □［    ］月［    ］日ごろを予定している    □未定のため後日連絡する 

備考※ 

 

 

 

【お振込先】 

振込先銀行 三井住友銀行 

支店 多摩センター支店（909） 

口座番号 (普) ０９７３５２２ 

名義 株式会社テックデザイン 

 

A FAX  上記に必要事項をご記入の上、送信ください 

B E-mail 

送信先：entry@tech-d.jp 

メール本文に＜①【申込講座】 ②【会社名】 ③【所在地】 ④【氏名】 ⑤【所属】 ⑥【Email】 ⑦【TEL】 

⑧【支払方法】、⑨【支払予定日】＞をご記入の上、ご送信ください 

C Web https://tech-d.jp/ の各講座のページからお申込みください 

 

entry@tech-d.jp
https://tech-d.jp/

